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＜ 節点 ＞第６回東岡崎駅交通結 整備検討会会議録  

 

日 時 平成 20年１月９日（水） 13：25～14：25 

会 場 館岡崎市福祉会 ６階大ホ ルー  

出席者 、 職 、 、 、 、 尾 、 、 、松本会長 山田会長 務代理 伊藤委員 田部委員 本田委員 西 委員 河合委員 橘委員

水谷委員 

、太 、 浦都 整備加藤副市長 田企画政策部長 三 市 部長 

都 計 上次 、 主 主査、 主 主査、村井主 主査市 画課：三 長 松澤 任 林 任 任  

推進 齋 次 、籾井班 、 主 主査、 根主 主査、 主政策 課： 藤 長 長 松田 任 中 任 加藤 事 

 

概    要 

 

典礼 齋藤課長 

 

１ あいさつ  松本会長 

今 の 回検討 は日 第６ 会で 、前回皆さんに御審 いただき し議 ま たＢ案について、さらに話を詰めていた

だくことになってい す。ただし、Ｂ案に し しては きく分けて つの宿題がござい した。 つま 関 ま 大 二 ま 一

は 側からの によるア セ の問題、もう つはデッキの構造上の問題 す。今 は、その宿題東 自動車 ク ス 一 で 日

の解決 を から策 事務局 御提案いただくことになってい す。ま  

ただ、 解事務局で 決 を模索していただく 、 の きな変化があったと伺って策 中で 環境 大 おり す。このま

変化によって、ともし すと我 がこれ 検討してきた 容と多少ま 々 まで 内 あるいは きく方向がずれるよう大

なことがあるかもしれません。 般的に検討 あるいは 話を進めていく場 には、その都度決一 会 委員会で 合

ったことを積み上げていきながら最終的ま な案を見ていくということかと思っており す。ただ、ま 環境

が変わったわけ すから、我 は過去に決めたことに必ずしもとらわれる必要はなく、その の変化で 々 環境

に 応していくという姿勢も重要かと思っており す。そのときに我 が重要な視点として持っていな対 ま 々

いといけないのは、 初の目的がそれ 達 きるのか、それから結果として のためにいいの当 で 成で 岡崎市民

かどうか、こういう視点はぜひ持っていただきたいと思っており す。ま  

 

２ 検討項目 

施 配置案 再・ 設 の 検討と基本方針の見直し 

節点 コ セプ・東岡崎駅交通結 整備の ン トについて 

ジュ ル 更・検討会スケ ー の変 について 

（会長） ず、 番の検討項目について、 から説明をお願いいたし す。ま ２ 事務局 ま  
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（加藤副市長） から詳細な説明に入る前に、検討していく過程 、事務局 で 昨 度末に皆さん年 に御決定

いただいた 方針の基本 若干の修 も含め して、新しい案を今回御提案することになっており すの 、正 ま ま で

冒 にお 間をいただき して、頭 時 ま その件について私の方から簡単に説明をさせていただきたいと思って

おり す。ま  

前回の 論 は議 で Ｂ案ということで認めていただき したが、 側からのア セ 性の問題とデッキのま 東 ク ス

構造的な問題を 心にいろんな御意見をいただいたところ ござい す。中 で ま  

そうした 、やはり 般 両の乗降 につ中で 一 車 部 いては 上 確保するのがいいの はないか、地 部で で それか

ら、 きれば 色線よりも南側においてすべての を 面的に処 することが最も にとってで 岡崎一 交通 平 理 市民

望 しい最良の形 はないかという御指導、御示唆をま で の方から松本会長 いただき した。特に後段のま 課

題については、 色線より南側 全 の処 をするということになり すと、現 の案 はそ岡崎一 で 部交通 理 ま 行 で

れを処 するための面積が足りないということ 、理 で 層２ の構造という御提案をしておったわけですが、

ルの 階 分を 広場的な機能とし駅ビ １ 部 交通 て確保させていただければ、そういった問題が解決 きるので

はないかということがござい して、 から さんに してで ま 市 名鉄 対 を協議 申し入れ したま 。 

ここからはちょっと 的な話 すが専門 で 、都 計 決定をした都 施 たる 前広場市 画 市 設 駅 の に ルを中 駅ビ 建

てることにつき しては、新築のときはもちろん、今後増改築を っていくま 行 中でも や県 との市 いろんな

が必要となり、協議 ルの 営という面ビ 管理運 で相当の制約とリ があるスク という考えがござい しま た。

ほかの都 もいろいろと苦い をさ市で 経験 れたということも聞いており す。そうしたこと 、形態的にま で

は 前広場の片隅 すが駅 で 、 前広場とは別に敷 を確保して ルを したいと希望しておられ し駅 地 駅ビ 建設 ま

た。その判断は、先 のリ を考え すと、 間 としては極めて 的 あり、妥 な考え方々 スク ま 民 企業 合理 で 当 で

あると我 は考えており す。々 ま  

詳細のイメ も出させていただき して 論いたし したところ、 さんの方 も、 ルの位ージ ま 議 ま 名鉄 で 駅ビ

置も含めて再検討が必要 はないかとの御認 をいただき して、 は ので 識 ま 市 協議 中で立 都 計 制度体 市 画 と

いうものも提案させていただき した。ま 要は、我 としては 層あるいは 層の々 １ ２ 限定された 分だけを部

都 施 として確保させていただければ、その上下については 築をある程度 由に認めていこうとい市 設 建 自

った制度でござい す。そうしたところ、 層、 層の 分の 用につき して非常に前向きかつ迅速ま １ ２ 部 活 ま

に御検討いただき して、今回お示し きるようなある程度の案をつくることが きたということ ごま で で で

ざい す。ま  

こうしたことから、 において、 の御指導も仰ぎながら、Ｂ案にかわる案を今回準備い事務局 松本会長

たし して、説明させていただくということま ござい す。冒 からもござい したで ま 頭会長 ま ように、随分

い 間をかけて検討していただいて、最後 少し違った形のものを たお示しすることにつき して長 時 で ま ま

は、非常に唐突な感じがするかもしれ せんけれども、より 想に近い形 実現をしていければというま 理 で

点から御審 をいただければと思っており す。観 議 ま  
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（会長） ありがとうござい した。解決 を探るに たり して の方 いろいろ御検討いただいて、ま 策 当 ま 市 で

た とも を進めながら、その 今 の枠 みに変化が見られてきたということ 御 解いま 名鉄 協議 中で まで 組 で 理

ただければと思っており す。ま  

それ は、そで の詳細につき して、 から資料 ・ についての御説明をお願いしま 事務局 １ ２ す。ま  

 

（資料 ・ について１ ２ 、 から説明事務局 ） 

 

（会長） 今回は、先回出された宿題の解決 を出す の 緯、そして、その実際の解決案というこ策 まで 経

とで改良Ｂ案、Ｃ案、Ｄ案を御提案いただいており す。ま  

もともと我 の方 いろいろと条件を定め、々 で 検討していきながら与条件等 を決めてきたわけ すが、々 で

その 、 つの宿題を に投げかけ した。ところが、その与条件のもと は、残念ながら、そ中で 二 事務局 ま で

の宿題を解決する が見つからなかったということだと思い す。策 ま そこ 、 としては、目的を達で 事務局

するという範囲の 変えられるところはないだろうかということ 、条件の見 しを考えていただ成 中で で 直

き した。そんな 、立 都 計 という制度を御提案いただいて と いただき、その 、ま 中で 体 市 画 名鉄 協議 中で

の ルの下 分の利用が可能になったということ あり す。そのようにして今回の つの案を名鉄 駅ビ 部 で ま 二

新たに出していただいたということ す。で  

改良Ｂ案、Ｃ案、Ｄ案の比較ということ 見ていただき して、それぞれの特徴を挙げていただきで ま ま

した。その Ｄ案が改良Ｂ案に比較中で して劣る 分は歩 の移 の点 、特に 般部 行者 動 で 一 車乗降場からの移

ということになっており すが、そういった点も含めながら、 ずは皆様方から御意見をいただきた動 ま ま

いと思い す。ま  

は、ひと ず改良Ｂ案、Ｃ案、Ｄ案 出していただいた 緯等については御納得、御了承いただで ま まで 経

けたということ よろしい しょうか。で で  

［了  承］ 

ありがとうござい す。次に、改良Ｂ案、Ｃ案、Ｄ案のどれが最もふさわしいかということについてま

御意見をいただければと思い す。それぞれの御 の立場あるいは利用 の立場から、何か御意見をま 専門 者

いただければと思い す。 は、 ず 元の方から御意見をいただけ すま で ま 地 ま しょうか。で  

 

（委員） 般 の一 車 乗り降りが 階 処 きるということは、非常に結構なことだと思い す。 た、１ で 理で ま ま

それにつき しても、なるべく に近いところ 乗降 きる方がありま 駅 で で がたいと思い す。多少 方針ま 基本

を変更するようなことがあっても、 般住 の利便性とか安全性を考慮した案 進めていただくのがよ一 民 で

ろしいかと思い す。ま  

（会長） そうし すと、Ｄ案がいいの はないかということ すね。ま で で  

（委員） そう す。で  
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（委員） Ｄ案は 色線の北側に一 階段 たはエレベ 等ま ーター が描かれており すま 。 の 側の方 は駅 西 で ち

ょうど「はなの舞」の前あたりに階段とエレベ を けるようになっており すが、このような方ーター 設 ま

法を考えてみえるのか、 の方に聞きたいと思い す。どう しょうか。事務局 ま で  

（事務局） デッキからの昇降は、今は仮の形 す。詳細なで 降り口、 置箇 といったものについては、設 所

今後 の方 きちっと検討事務局 で したうえ 提示させていただき す。今は参考程度ということ 御 解で ま で 理

ください。 

（会長） 今回出していただいた 500分の の図面 すが、 かな施 の配置１ で 大ま 設 が示されている程度 、で

階段の位置だとか ・バス の位置の辺 は詳細に詰めていないとお考えバース まで ください。とはいえ、も

し御意見がござい したら、今のうちにいただいておけば、それをもとに の方 御検討いただけま 事務局 で

ると思い す。ま  

（委員） 私どもは、Ｄ案が利便性という点 はとてもいいんじゃないかと思っており す。 あるで ま バス

いは をタクシー 降りてすぐにエレベ 舎の方へ ける。それから、雨をしのげるところもとてーターで駅 行

もいい案だと思っており す。 さんサイドとのお話し い こういうことが きたこま 名鉄 合 で で とが非常によ

かったと思い すし、これからも さんとのま 名鉄 話し いの お互いに 力 きる合 中で 協 で ところは 力してい協

ってもらえれば、よりよいものが き上がっていくで んじゃないかと思っており す。ま  

（会長） 今回、 が に立 都 計 という制度を持ちかけて、 さんの方 それを市 名鉄 体 市 画 名鉄 で 御 いた協議

だき、受け入れていただいてこういう絵になったということ あり すが、実はこれ 終わり はなくで ま で で

て、この後もいろんな面 御 力いただかないといけない。もちろん が 力しないといけないこともで 協 市 協

然あり すの 、 のためにお互いが 力しながらいいものをつくっていければと思っており す。当 ま で 市民 協 ま

（委員） 冒 、 からお話があり したような 緯 ござい して、私ど頭 加藤副市長 ま 経 で ま もも 検討し社内で

た結果、Ｄ案のようなもの いいということ あり す。単純に私どもで で ま の 力というよりも、立 都協 体 市

計 制度の 、 ルの床の使用について画 中で ビ も制約を受けないという条件のもと 、私どもも 間 とで 民 企業

して 的にコンセンサ を得たということ ござい す。社内 ス で ま  

会長からも今お話があり したように、 前広場の整備、橋上 舎、 由 路などま 駅 駅 自 通 私ども単独 きでで

るもの はござい せん。 様、皆様の御 力があって初めて きるもの あり す。今後、多分で ま 岡崎市 協 で で ま

いろいろ きな 題が出てくるかと思い すけれども、その際にはぜひ御 力のほ大 課 ま 協 どよろしくお願いし

たいと思い す。ま  

（委員） 前回の案に比べ して、ま いずれの案も横断歩 を廃止してエ カレ 、エレベ 等道 ス ーター ーター

安全 が図られたという面 、いいものを出していただけたと感じており す。で 対策 で ま た、 ルがま 駅ビ 中

央に配置されるＤ案の方が、 機能、 施 、 の機能が 化され、にぎわいも きるという交通 商業 設 駅 一体 で こ

と 、いい案 はないかと考えており す。で で ま  

（委員） この 案を比べ すと、Ｄ案は、３ ま ほかの改良Ｂ案、Ｃ案に比べて劣っているところが つほ二

どあるだけ すね。この劣っている 分も、 般 の乗降場で 部 一 車 所が から駅 ちょっと離れるということ すで
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けれども、問題にするほどの離れ方 はないと思い すの 、私もＤ案がよかろうと思い す。で ま で ま  

（委員） 私も 的にはＤ案に賛 す。先 、 回目の検討 のときにいろいろ注文し基本 成で 日 第５ 会 たことを

Ｄ案に反映していただき、ありがとうござい した。細かいことは色 あり すがま 々 ま 、 的にはこの線基本

賛 す。で 成で  

このＤ案について、 ず 点目は、 の の 線だけを重視した案かなということが気にかかま １ 車 関係 動 りま

す。この を利用される方 番目に多いのは歩東岡崎駅 で第１ 行者 す。Ｄ案のデッキレベルの最終の図面で

すと、北側から来で られる方の歩道の 線が弱い。弱いから歩 はつくれないよ、歩 橋は きないよ動 道 道 で

は、ちょっと問題かなと思い す。で ま  

岡崎市では、 イベント ある花火とか家康 列とか、 が参集するような が に 回ほどあり大 で 行 人 行事 年 ３

す。ま 「 に 回のことじゃないか」年 ３ と考えるのも つ一 すで が、これをないがしろにすることは きなで

いと思い す。 すから、 が参集するま で 人 施設の つ一 だということ 、 の流れも重視して考えていただで 人

きたい。それには、歩 を広げる案も道 考えていただけないかと思い す。特に南北 あるま 道で 明代橋から

の空間 すけれども、で きればそこはで 歩 を重視するような考えの 路に位置づけたらどうかと思い行者 道

す。ま  

あとは の流れについて す。 プ ル、 、 般 の つが完全に分離されて車 で タクシー ー バス関連 一 車バース 三

いるん すけれども、完全に分離していいものかということがちょっと気にかかり す。それならどうで ま

すればいいのか、ぐちゃぐちゃになってし うじゃないかということ すけれども、せっかくこういうま で

空間があり すの 、もっと考えればいろんな流れが きるま で で の はで ないかという気がし す。い つま ま一

検討をしていただきたいと思い す。ま  

（会長） ありがとうござい す。いい御指摘をいま ただき した。ま  

確かに は岡崎 、花火 、家康 列大会 行 等 多くの が集 る があり すね。兵庫々で 人 ま 時期 ま かどこか もで 、

それで 故が起きたことがあったかと思い す。そ事 ま ういった点を含めて、 の細い流れ はなく きな人 で 大

流れがあるときの 応を考えていただきたいということ対 でした。 

さらに言うと、ここの 、 の出口のバス タクシー 差点 の交 で 右折をどうするかとかいった点も、この後

検討いただくことになるかと思い す。その際には、 の流れも含めて、規制をどうすれば がうで ま 車 車 ま

く流れていき、さらに多くの をさばくことが きるかといったことも含めて検人 で 討いただければと思っ

ており す。ま  

（委員） 前は今既存の東岡崎駅 信号 差点交 で整 してお理 り すがま 、その信号を外すことが可能かとい

うことも検討していただきたい。例えば、この明 橋への代 路を 方 にして北進のみにする道 一 通行 という

こと したら、入りだけの になり すの 、かなり 況で 交通 ま で 状 が変わってくるかと思い す。ま  

（会長） なるほど。そういったことも含めて、次回、 から案を出していただけるかと思い事務局 す。ま

、それ よろしかった しょうか。事務局 で で  

（事務局） はい、結構 ござい す。で ま  
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（委員） 路 の立場から道 管理 、案としては、Ｄ案が非常に好 しい形になってきたと思いま す。ま  

それから、歩 の流れということ いく行者 で と、デッキから降りたところの歩 が非常に狭くなるよう道

な形がとられていくということ すで 。降ろし場 とか構造はこれから詰めていかれると思い すが、所 ま 朝

の の流れからいくと、 番 側へ人 一 西 降りたあたりの ペ が非常に ッス ース ネ クになり得るなという気がし

す。そういう細かい 分については、これから詰めていただきたいと思い す。ま 部 ま  

（会長） どうもありがとうござい した。ま  

今いろいろ御意見をいただき したけれども、 から何かござい したま 事務局 ま らお願いし す。ま  

（事務局） 各 さんから御意見、御要望をいただいており すの 、委員 ま で 次回の検討会へ向け して、ま

特に歩 の 線について、北側へ向かっての流れが だう く整 きていないことは として行者 動 ま ま 理で 事務局

も認 しており すの 、そこら辺について重点的に考えて いりたいと思っており す。識 ま で ま ま  

（会長） ちょうど今、 は 心 街 の 性化 計 を立てており、恐らくここはもっともっ岡崎で 中 市 地 活 基本 画

とにぎわうことになるかと思い す。そのときにはより多くの歩 が集 ることになり すの 、ぜま 行者 ま ま で

ひそういったことも想定しながら計 を立てて画 いただければと思っており す。ま  

皆さんにいろいろ御意見をいただき したが、 かにＤ案 いいの はないかと思われ す。特にま 大ま で で ま

反 の意見もなく、皆さんからＤ案 いいの はないかという御意見をいただいており す。先ほども対 で で ま

お話しし したように、いろいろな条件を宿題として出したものが解けなくてもお手上げとせず、そのま

解決 ということ の方から立 都 計 という制度を提案してもらい、 の方がそれに して策 で市 体 市 画 名鉄 対 理

解を示してくれた。その結果、このようなすばらしい案を み出してもらえたということ す。生 で  

ということ 、細かな施 ので 設 配置、幅、場 といったもの、あるいは や歩 の流れについては今所 車 行者

後検討いただくとし して、皆さんの 意 、Ｄ案の方向 検討いただくということ 異 ござい せま 合 で で で 議 ま

ん しょうか。で  

［異 なし］議  

ありがとうござい す。 は、Ｄ案について、さらに詳細に御検討いただければと思い す。ま で ま  

た、 方針 すが、ま 基本 で カ だけ与条件と 方針の見 しがあり した。Ｄ案 検討いただくと１ 所 基本 直 ま で

いう方向が決 り したの 、この 方針の修 案もお認めいただきたいと思い すが、よろしいま ま で 基本 正 ま で

しょうか。 

［異 なし］議  

ありがとうござい した。 は、こま で の 点を御承認いただいたということにさせていただきたいと思２

い す。それ は、 の 番目、 結節点整備のコンセプトにつき して、御説明をお願ま で 議事 ２ 東岡崎駅交通 ま

いしたいと思い す。ま  
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（会長） このコンセプトの作 に し しては、前回の検討 私の方から御提案させてもらい し成 関 ま 会で ま

て、 御検討いただいたもの あ事務局で で り す。我 が積み上げてき した 方針を言葉 あらわすま 々 ま 基本 で

とこのような になるの はないかということ 、「だれもが使いやすい、にぎわいの 流拠点」とい駅 で で 交

うコンセプトをいただきました。 

言葉の 現というのは感性の問題 して、今ここ これについて検討し しても、なかなか 論表 で で ま 議 も収

束しない可能性もあり す。 的には、私は の案が 晴らしいま 基本 事務局 素 と思っており して、この言葉ま

目指す の姿が見えてくるかなと思っており すが、御意見がござい したら、後 の方にで 駅 ま ま 日事務局 直

接お伝えいただければと思い す。ま  

これから、このコンセプトを使う前に、 ずま はこれを実現する にしてもらいたいと思い す。「に駅 ま

ぎわいの 流拠点」ということ すと、 ルの に何が入るのかなどということとも してくると交 で 駅ビ 中 関係

思い す。ぜひま このコンセプトを具現化する にしていただきたい。そして、これを出していただいて、駅

の方 にこういう になるんだよというイメ を持ってもらえたらと考えており す。あり岡崎市民 々 駅 ージ ま

がとうござい した。ま  

それ は、 番目の検討 項、検討 ケ ュ ルの変更について、 から説明をお願いし す。で ３ 事 会ス ジ ー 事務局 ま  

 

資料 について、 から説明（ ４ 事務局 ） 

 

（会長） 初の予定から 回増えるということになっており す。 度末 皆さんお忙しい 、 回当 １ ま 年 で 中 １

増えるのはそれぞれ御負 があるかと思い すが、この後のいろいろな検討 容等 を含めるとこれぐ担 ま 内 々

らいは致し方なく、皆様方の御 力を得たいと思っており す。よろしい しょうか。協 ま で  

［了  承］ 

どうもありがとうござい した。 は、この後はこういった予定 進めていただきたいと思っておりま で で

す。ま  

上 予定しており した 回の検討 項はすべて終了となり す。先ほどお話しし したように、以 で ま 第６ 事 ま ま

回に向け しては、Ｄ案に沿ってさらに詳細なところ 詰めた計 案が出されるということにな第７ ま まで 画

っており す。引き続き、皆様方の御 力をお願いしたいと思い す。ま 協 ま  

それ は、すべて終わり したの 、進 をお返しいたし す。で ま で 行 ま  

 

３ その他 

程・今後の日 について 

金曜 、午前２月８日 日 10 から、時 庁舎 階の市役所東 ７ 701号室 開催予定で  


